
MCAS Iwakuni 流出防止対応計画 

POL/HS* 流出対応フローチャート 

はい 

はい 

はい 

いいえ 

いいえ 

いいえ 

流出量は、５ガロン(約 19ℓ)以上、
または流出溜まりの直径が 15ft(約
4.5ｍ)以上ですか？ 流出物は不明
の有害物質、または人体や環境に害
を及ぼす可能性がありますか？ 

排水系統（排水溝や水路）に流出し

ていますか？ 

流出物は利用可能な保護具で処理す

るには困難な危険有害物ですか？ 

流出が小規模で、水域の汚染、排水溝へ

の到達や土壌への大規模な汚染がなく、

あなたが流出物に起因する危険有害物か

ら自身を守る方法を十分に認識している

場合は次の手順を実施してください： 

1. 流出物及びその処理に使用した用

品は、適切なラベル表示のある許

可された廃棄物容器に入れる。石

油流出の場合、粘土性吸収材を飽

和するまで再利用する。

2. 流出物で汚染された全ての面また

は物を清掃する。

3. 詳細については、施設部環境課の

流出対応担当者（253-3909）に連

絡する。

緊急時 

安全な場所へ避難し、 

以下通報をする: 

  911 又は (0827) 79-3322 EDC* 

以下の情報を報告する: 

1. 報告者の氏名と電話番号

2. 流出の場所: 建物番号

3. 負傷者の人数と傷害の種類

4. 流出物名、種類、及び推定量

5. 流出元

6. 流出物の状態 (反応、火災があるかなど)

7. 流出物の動き (排水溝に到達しているかなど)

8. 流出発生時刻

もしあなたが十分な訓練を受けており、自分自

身の安全が確保できる適切な PPE*を持ってい

る場合のみ次の手順を実行してください。 

1. 避難計画に従い、人員を安全な距離に避難させ

る。

2. 物質の流出を止める。（バルブの遮断、倒れた

ドラムを起こすなど）

3. 利用可能な器材で流出を封じ込める。

4. 堤防や堰を利用して、及ぼす害が少ないと思わ

れる領域に流れをそらす。

5. 緊急対応担当者の到着時に指示がだせるよう待

機する。

6. SPRP*に従い流出事後報告書*を提出する。

*  これらの指示は、一般的な指針の提供だけを目的とします。

* 詳細ついては、施設部環境課内流出担当(253-3909)に連絡してく

ださい。

* POL/HS = 精製された石油、油脂及び潤滑油 / 有害物質

* EDC =  緊急制御センター 

* PPE =  人身保護具

* SPRP  =  流出防止対応計画 

* 流出事後報告書: 下記の URL -

http://www.mcasiwakuni.marines.mil/Organizations/Station/Facilities/ 

Environmental.aspx
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